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新型コロナウイルスが５類移行に伴い、制限が緩やかになった今年のゴールデンウィーク。 

 テレビを観ていると、海外へ出かける家族で賑わう空港や、国内の観光地での人混みなど、やっと 

コロナ前に戻ってきた様子が報道されていました。私はまだ人混みで過ごす勇気がもてず、ゴルフや 

サウナなど、ささやかな息抜きで連休を過ごしました。 

 さて、新型コロナ５類移行後の学校はマスク着用を求めないことを基本としながらも、過去３年以上

マスクをつけた生活をしていたために、外すことに違和感を覚える児童が多いようです。考えてみれば、

４年生以下の児童にとっては、マスクをつけたままの生活が学校生活の日常であったのですから、いき

なりマスクを外せといわれても無理な話です。現在、半数以上の児童がマスクを着用しており、コロナ

前の状況に戻るまでには、まだまだ時間が必要と思われます。 

 制限が緩くなったとはいえ、連休明けの５月８日には県内で２００名以上、東京では２０００名以上

の感染者が発生しております。通常の教育活動を実施するにあたっては、今後も基本的な感染症対策を

実施しつつ、段階的な再開が必要と考えております。保護者の皆様におかれましては、何卒ご理解･ご協

力をいただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 

                  

～新型コロナ５類移行後の本校における感染症対策～ 

 

１．平時における感染症対策について 

  ・毎日提出していた「健康観察シート」の提出は必要なし 

  ・基本的な感染症対策（手洗い、消毒、換気）は継続する 

  ・咳エチケット（くしゃみをする際にはハンカチ等で口や鼻をおさえる）について、しっかりと 

指導する 

  ・マスク着用については、引き続き着用を求めないことを基本とする 

 

２．感染者および濃厚接触者の対応について 

  ・感染が判明した児童に対しては、医師の指示に従い出席停止の措置を講じる 

  （出席停止解除後は、発症から１０日間を経過するまでは、マスク着用の推奨をする） 

  ・濃厚接触者については、出席停止の対象とはしない 

 

３．学級閉鎖等の対応について 

  ・学びの保障に留意しつつ、季節性インフルエンザと同様に市教委 

と協議の上、対応する 

 

 ※上記の主旨をご理解いただき、ご協力のほどをよろしくお願い 

いたします。 
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【授業参観】～４月２１日（金）～ 

 

今年度最初の授業参観がありました。参観後には学年懇談も行われ、６年生は修学旅行の説明会、 

４年生は自然生活体験学習の説明会が実施されました。 

 

【校外学習２年生】～４月２４日（月）～ 

 

 天気に恵まれたこの日、２年生は校外学習で「たんぽぽ公園」まで出かけました。みんな、春をたく

さん探すことができました。 

 

【１年生をむかえる会】 

 

 ６年生が計画を立て、１年生をむかえる会が行われました。縦割り班でゲームをしたり、手作りのメ

ダルをプレゼントしたりと、楽しいひとときを過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き生き教育活動 

＜校長のつぶやき＞    ～本校３年目を迎えて～ 
 私も本校の校長として３年目を迎えました。おかげさまで、この２年間はコロナ禍の中、 

大きな事故もなく、児童数400名を超える学校なのに、平和でうらやましいと言われています。 

そして、何よりもうれしいのは、『校長のつぶやき』コーナーの愛読者が増えていることです。 

最近、様々なところで「毎回、読ませてもらっています。」と、声をかけられることが多くなりました。 

学校だよりの中で、私が一番、力を入れている部分なので、大変うれしく思うと同時に、何を書くか、 

プレッシャーを感じる今日この頃です。 

 今年はプール前の小さな畑が空いているということで、せっかくだからスイカでも作ろうと考えました。 

実は私、畑に関してはかなり詳しく、コロナ前は勤務する学校で畑があると、よく作物を作っては子どもた

ちにごちそうしていました。 

 子どもたちが「校長先生！」と手を振ってくれるたびに、それに応えて手を振り返しているうちに、時間

ばかりが過ぎてなかなかはかどらない中、何とか苗を植えることができました。 

 収穫できる頃にはコロナも収まり、子どもたちにごちそうできる日を楽しみに育てたいと思います。 

 果たして、そんなにたくさん収穫できるのでしょうか？ 


